
着物のお手入れ ワンポイントアドバイス 

 

着用の機会がなくとも年に 1 度はタンスから取り出し、陰干し（虫干し）が必要です。 

 

 ・現代家屋は昔の日本家屋と違い、機密性が高くて湿気を帯びやすくなっています。 

 ・湿気をそのままにしておくと身に覚えのないカビ、シミの原因となります。 

 ・年に 1 度見る機会を作ることにより、カビやシミ、虫食いの早期発見等点検効果が得られます。 

 

シミは大きく分けて 3 種類 

 

 ・水ジミ    →水をこぼしたり、汗を解体した時にできる透明なシミです。一見わかりにくいです

が、生洗い（丸洗い）で落ちることが殆どです。 

 ・色の付いたシミ→しょうゆやソースなどの調味料類、お茶やコーヒー、ワインなどの飲料からついて

いるのが主な原因です。こちらはしみ抜きを別途しなければいけません。早期に対

策すれば殆どの場合元通りになります。  

・黄変     →長い間放置され、黄ばんでしまったシミ。しみ抜きをしても完全には取りきれませ

ん。 

  

カビ 

 

 ・埃っぽい白いカビ→カビの付き始めは埃のような白っぽいものが付着します。慌てずに払えば落ちま

すが、放置しておくと繊維の中に入り落ちなくなります。 

 ・茶色っぽいカビ →長い間放置され、繊維の中まで付着してしまったカビです。洗ってもほとんど落

ちません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ご自宅でも簡単保管方法 

 ・着物をたとう紙に仕舞い、宇金の風呂敷に包むと虫食いがし辛くなります。 

 ・虫干しをしないときでもたまに箪笥を開けて空気の入れ替えをすると湿度調整になります。 

 

もし食べこぼし等でシミを付けてしまったら 

 ・ティッシュやハンカチ等柔らかものでそっとシミの部分を持ち上げて取り除きましょう。 

・間違っても押して拭いたり、擦ったりはしないでください。 

繊維の中まで浸透したり、生地を傷める原因となります。 

 ・水で濡らすと、シミが広がり取れにくくなります。また絹ものは水に弱いので濡らさないでください。 

 

以上、応急処置をしたらすぐにしみ抜きに出しましょう。早めに対処することで長くきれいに着用するこ

とができます。 

 

※当店でも洗い、しみ抜きを承っておりますのでお気軽にご相談ください。 

 お問い合わせ：甲州屋呉服店 ℡ ０３－３３４１－３０４３ mail info@kousyuya.co.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


